
コンピュータの善き使い手をめざす学びを志向する 

―「子どもに任せて大丈夫？」から「子どもに任せて大丈夫！」と 

いえるテクノロジ活用― 

 

 

三好市立東祖谷小中学校 

 

Ⅰ はじめに 

コロナ禍に揺れた３年間は，本校の「EdTech 活用推進事業」「GIGA スクール構想」

の歩みそのものである。ここでは，年次ごとの概要を振り返ることにする。 

本校は，一体型校舎の小中併設校として隣接する東祖谷認定こども園とも接続し，

『連携教育』を推進・展開するへき地３級指定校である。保護者・地域と連携を深め，

地域行事の拠点としての役割を担い，地域に開かれた学校の活性化をめざしている。 

令和という新しい時代を迎えたが，児童生徒数は年々減少の一途を辿っており，小

規模少人数ゆえに生じる「地域外の人や事象と関わる機会が乏しい実状」の解消が喫

緊の課題であった。この課題解決の一つの切り口として ICT を利活用した教育活動が考

えられるが，これまでの取組の多くは学校内の運用に留まっており，ICT の長所が十分

に生かされたものとはいえなかった。例えば，コンピュータ端末の持ち帰りが可能と

なれば，児童生徒一人一人がより多くの学びの機会を自ら選択し手に入れることがで

き，家庭学習の充実，授業との効果的な連動も図ることができる。従来では実現でき

なかったことにチャレンジすることで授業スタイルは多様になり，学びの幅は大きく

広がる。これらの効果に対する期待は大きく，体制を整えていくことが急がれていた。 

2020 年春。新型コロナウイルスの世界的な流行と感染拡大に対する国からの緊急事

態宣言が発令された。前年度末から実施された臨時休校は，新年度の始業式と入学式

のみ実施した後に継続を余儀なくされた。期間中，児童生徒・家庭と学校との連携が

最大のネックとなった。お互いを繋ぐツールは電話とメールのみ。極めて広範囲の校

区であること，定期異動により新しく赴任した教員が学校長を始め約４割いたこと，

家庭訪問・授業参観・地域コミュニティとの懇親会など保護者や地域と繋がる機会を

失ってしまったこと。これら全てのことを解消し得るのは，ICT を前面に押し出したア

クションであることは自明だったことから,「東祖谷小中学校オンライン化プロジェク

ト（下表）」を立案，その運用可能性について具体的に協議を始めることにした。 

程なくして，徳島県教育委員会による本事業の公募が発表された。児童生徒・教員

に一人１台タブレット PC 端末の貸与，インターネット環境のない家庭用にはポケット

Wi-Fi の用意まである。休校中の家庭状況調査で明らかになった「学習進度への不安」

「学校（教員）や友達とのコミュニケーション不足」「不規則な生活・学習習慣」な

どの課題要因についても解消が見込まれることは，児童生徒・保護者の安心に繋がる。

この機運を逃してはならないと，喉から手が出る思いで事業への参画を希望した。こ

の一連がすべてのスタートである。 

１年次は『小中連携教育を活かした自律的 ICT 活用―「デジタル・シティズンシップ

教育」の理念を軸として―』をテーマに掲げスタートを切った。本校の持ち味である

◯SNS での全職員の情報共有 

◯オンライン学習支援サービスの紹介 

◯児童生徒・家庭と学校をつなぐ新たなチャンネルの導入（公式 ID の付与） 

◯ネット動画やホームページの限定配信による学校だより・学年だより・職員紹介 

◯児童生徒の生活状況および家庭のインターネット環境の調査 など 

 



「小中連携」と，中山間地の生活実情として不可欠な「端末の毎日持ち帰り」の２つ

を取組の軸として，GIGA スクール構想の実装に先駆けた児童生徒１人１台端末環境下

における取組を模索した。 

続く２年次は『ICT の自律的活用をめざして―教員の教具的活用から学習者の文房具

的活用への道―』をテーマとし，「授業時間外の利活用が端末の文房具的活用を促進

させる」とする仮説のもと，「ニューノーマル時代の学校モデル」研究の推進に取り

組んだ。1 人 1 台端末のある生活や学びの場は児童生徒にとって極めて自然なものとな

り，自身の目的に応じて選択活用できるツールの一つとなった。しかしながら３学期

に,一部の家庭においては,とくに休日の利用時間が多いことや学習に関係ないと思わ

れる動画視聴が続いている実状があることが明らかになった。当該児童生徒以外にも

広く確認したところ,端末が公の所有であることや,学校や市教育委員会が使用状況や

履歴を把握していることについて,正しく認識されていないことがわかった。本事業の

取組は継続されたが,今年度より 1 人 1 台端末の OS が変わったことによるハード・ソフ

ト両面について,教員の対応や順応にいささか時間がかかった感がある。そのため,教

具的活用からの意識改革・授業中心の活用について,当初計画より比重が大きくなった。

端末やクラウドサービスの操作についての実践や研修が主になり,肝心要の理念として

いた「デジタル・シティズンシップ教育」についての共通理解やマインドの更新を強

く図れてこなかった。このことが児童生徒のメディアリテラシー育成を促進できなか

った大きな要因であると受け止め，次年度に引き継ぐ課題とした。 

GIGA スクール構想２年目となった今年度，本事業は最終年次を迎えた。これまで積

み重ねてきた知見や成果を引き継ぎ，課題を発展的に解消することをもって，本校に

おける『未来を切り拓き，新たな価値を創造し，地域を輝かせる人財』の育成を実現

するために，初心に立ち返り１年次と同じ仮説を掲げ，立証に向けて愚直に研究を展

開することにした。 

 

Ⅱ 研究仮説 

  デジタル・シティズンシップ教育の理念に基づく ICT 利活用が自律的学習者を生み出

す。 

 

Ⅲ 研究の内容 

  ３年を通して志向してきたのは，以下９の項目である（今年度の重点項目は①②③）。 

１ １年次（2020 年度）の取組 

 （１）教職員へのアンケート実施 

本事業の公募期間が短く，速やかな動きが求められたため，校内でコンセンサス

を得る時間を作ることができなかった。結果，モデル校として採択されたことをほ

とんどの教職員が新聞報道で知ることとなり，大きな動揺が生まれた。そこで，次

の四項目からなるアンケートを実施し，教職員の不安に寄り添い，多様な思いを共

有することから事業をスタートさせることにした。 

①デジタル・シティズンシップ教育を軸としたメディアリテラシー教育の推進  

②保護者や地域への情報発信・情報共有の有効な方法についての研究  

③日常的なリモート通信（学習）の運用  

④タブレット型端末を日常のツール（文房具）として活用する場面の設計  

⑤生徒会が企画・運営する小中児童生徒間における交流活動  

⑥１人１台環境の学習分類を日々の授業で展開するための単元設計，授業デザイ

ンの研究 

⑦個別最適化学習（アダプティブ・ラーニング）の実践  

⑧「学習の基盤となる資質・能力」を育成するカリキュラムマネジメント研究  

⑨テレワークをはじめとする働き方改革の実証研究  



〇事業実施について感じるネガティブな要素（心配事・不安）を教えてください。 

〇校種・教科・分掌で取り組みたいことはどんなことですか？ 

〇「学力とは何か」を「学力」という語を使わずに語ると？ 

〇子どもたちは何のために学校に来ているのでしょうか？ 

アンケートからは，機器を使いこなせるか，何ができるのかわからない，トラブ

ルや不具合が出たら…などの不安の他に，指導者のスキル格差，端末操作の過度な

比重増大，さらには，休日や勤務時間外に児童生徒・保護者と繋がることへの抵抗

も読み取ることができた。若手教員の回答からも，典型的な情報モラル教育（禁止

や制御メイン）の影響が色濃く現れていた。寝耳に水の話であったことは否めない

が，若い年代構成の組織である割には，不安感が強い印象を受けた。 

児童生徒や保護者の側面からも，持ち帰りの方策やフィルタリング，スキル格差，

端末管理の問題，家庭の教育方針との折り合いなど，巷間で話題に上る事象につい

て，同様に心配を有していることがわかった。 

（２）校内研修 

 ①端末導入前研修「東祖谷 EdTech の歩き方」 

     アンケートの結果を受けて，教職員のマインドを共有する研修を実施した。実

証事業の先にある GIGA スクール構想は【学校アップデート】の機会であること，

３つの基本コンセプト【ICT 教具論からの脱却】【スキルを教えようとは思わな

い】【ルールはユーザー（学習者）が考える】を確認した。うまくいかなかった

ときは「なんで，こうなるんよ！」ではなく「どうしたらできるんだろう？」を

合言葉にして，みんなでトライアンドエラーを繰り返していくことで「学校アッ

プデート」を図る共通理解をもった。また「授業時間外の活用」と「毎日持ち帰

りでの活用」を取組の柱とすることとした。 

   ②デジタル・シティズンシップ教育を羅針盤に 

     新しい取組を学校全体で始めるには，みんなでこの辺ですねと指差してスター

トできるものがないと個々の捉え方でぐちゃぐちゃになってしまう。ゴールに向

かう方法やスピードは個を尊重するが，ベクトルは共有しておかなくてはならな

い。アンケートから得られた不安要素を包括的に解消し得るコンセプトとして

「デジタル・シティズンシップ教育」の理念を研究の軸に据えることが最適と考

えた。そこで，今度珠美氏（鳥取県デジタル・シティズンシップエデュケーター）

を講師に迎えて，夏季休業中に Zoom によるリモート職員研修を実施した。結論

として研修は大変ヒットした。これまでの情報モラル教育のように「使わせない」

ルールでガチガチに縛る指導や規制が念頭にあった多くの教員は，まさに頭を割

られる感じがしたようだった。とくに現役で情報モラル教育を受けてきた世代の

若手教員たちは，怖がることを教えられてきた経験があるからこそ，尚更そのギ

ャップを感じたのだと考えられる。また，ほとんどの教員が Zoom を初めて体験

できたことも大きなプラスとなった。リモート環境を生かした授業や活動につい

て具体的に想定する契機となった。 

実際に機材が搬入され一人１台端末環境が整ったのは 11 月半ば。正直なとこ

ろ，教職員・児童生徒のモチベーションの維持には苦慮を重ねた。ところが蓋を

開けてみると，若手教員が率先して ICT を利活用した実践を日々展開し，井戸端

的に研究が進んでいった。Classi なら A 先生，MetaMoJi なら B 先生と，個々の

活用に得意な教員の姿も見えるようになってきた。ヤキモキとワクワクが入り乱

れた５ヶ月間であったが，ベースとなる理念の共有や周辺機器の整備，全国各地

の先行実践などの有効な情報収集・提供など，振り返れば貴重な助走期間となっ

た。 

  （３）代表的な活用例 

①中学校２年 音楽科「展覧会の絵」【MetaMoji Classroom】 



モデスト・ムソルグスキー作曲のピアノ組曲。友人ヴィクトル・ハルトマン

の遺作展を歩きながら，そこで観た 10 枚の絵の印象を音楽に仕立てたものであ

る。授業では，楽曲を QR コードで読み取り，モチーフとなった絵画を観ながら

鑑賞した。鑑賞後，感想をデジタル付箋に書き込み，学級で共有したり，友達の

意見を参考に自分の考えを深めたりした。 

特筆すべきは，本実践が端末導入の翌週に研究授業として公開されたことで

ある。今となっては１人１台端末を使った学びに欠かせない「共同編集」につい

て，その可能性や有効性を生徒と教員の双方に与えたインパクトは大きかった。 

②児童・生徒・教職員全員参加のフォトコンテスト【MetaMoji Classroom】 

最も身近で操作が簡単な活用はカメラ機能を                

使った写真や動画の撮影である。本事例は導入初

期に，レンズを通して自然豊かなふるさとの自然

を見つめ直す活動を通して，端末の取り回しやア

プリのフォルダ共有に慣れること，さらには小中

共同活用をねらいに実施した。好評につき年明け

に第２回目を催した。最優秀作品は玄関ホールに

展示され，来客をもてなしている。 

③冬休みのやくそく・キーワードクイズ 

長期休業中の端末利用について，共有ファイル              

に各自の約束を記入するコーナーを設けた。時間

に関する内容（一日〇時間まで，〇時以降は使わ

ない，等）が多く挙げられていた。また，端末を

継続的に利用する習慣づけを企図し，毎日キーワ

ードをアップし，並べ替えて言葉を作る仕掛けを行った。 

 



 ④家庭とのリモート授業【Zoom ミーティング】 

端末導入から１ヶ月後，午後を放課とし家庭とのリモートで繋ぐ検証を実施 

した。機器のセッティングから予行演習，授業内容の検討など，本番に至るまで

を教員２～３名のグループワークで取り組み，すべての教員が必ずホストを務め

ることとした。児童生徒については当日までに各教室で Zoom の操作を体験し，

小学校低学年でも自分一人で通信環境を整えることができた。この取組は後日，

欠席した生徒の家庭と教室をリアルタイムで双方向通信し，家庭の状況や体調に

応じて授業に参加する実証にも応用され，早速にプラスの動きが起きた。 

⑤小中交流としての活用【Zoom ミーティング】 

     小学校の学習発表を中学校の教室に送信したり，卒業する先輩へメッセージを

贈ったり，スクリーン越しに交流給食を実施したり，感染予防対策により多人数

が集まれない状況を ICT 活用でクリアする「新しい楽しみ方」を生み出す工夫が

見られた。 

   ⑥個別最適な学びを目指して【小：ジャストスマイルドリル 中：Classi】 

     授業時間に加え，家庭に持ち帰った際の自主学習の一つとして活用を促した。

前学年へのさかのぼり学習など，習熟度に合わせて自己選択できる仕様が児童生

徒には好評であった。中学校では，各教科のドリル学習の用途に加え，写真や文

書ファイル，その他の成果物の保存にクラウドサービスを利用した。また３学期

から，一日のスケジュールを生徒自身が管理し，見通しをもって生活を送るよう

に，教務主任が毎朝の始業前に最新の日課をアップした。 

 

   １年目は「機械（端末）・自分・友達」の３つを大事にする（傷つけない）使い方

をすることをスローガン的に児童生徒に示した。個々の活用，とくに持ち帰り時の使

い方について，各家庭での約束づくりに照らして考えるよう促すにとどめ，積極的な

介入は行わなかった。保護者は本事業の取組を協力的に受け止めてくれたが， 

YouTube などの動画サイトやゲームへの依存による視力低下や睡眠不足について懸念

を抱いていた。この点は次年度の課題として，ユーザーである児童生徒と相談しなが

ら大枠としての利用規程の策定についても検討すること，家庭・地域とさらに協調し



た実証研究を進めることで解消を図ることとした。 

運用開始後はネットワークが不安定だったり，端末のトラブルだったり，思ってい

るほど順調に進むことはなかった。担任を兼務する情報教育担当教員が，どうしても

トラブルシューティングに多くの時間を割かれてしまう。小規模校ゆえの悩みかも知

れないが，マンパワーの不足を感じざるを得なかった。しかしながら，何かしらの不

具合を感じるということは ICT 環境が確かに稼働していることを意味する。できるこ

とを一つずつ探りながら増やしながら進めていくしかない。愚直な姿勢で取り組み，

これらの経験を他校に先んじて積めた事実を還元できるような研究を続けたいと考え

た。 

 

２ ２年次（2021 年度）の取組 

  （１）タブレット型端末を日常のツール(文房具)として活用する場面の設計 

    GIGA スクール構想の開始により，  

今年度より Chromebook(ChromeOS)  

が配当されたことから，教育活動の主  

たるプラットフォームを Google サー 

ビスに変更することになった。とりわ 

け教室管理ツールである Google  

Classroom は,教員と児童生徒間,教 

員間においての情報共有に大きな役割 

を果たしている。中学校の朝のルーテ 

ィン（教務主任からアップロードされ 

る時間割変更など諸連絡の確認）は， 

前年度の MetaMoji Classroom 活用に 

取って代わりスケジュール確認の他 

に,生徒指導や学力向上に関する各種 

アンケート,委員会活動など,授業時間 

以外で活用頻度を高めていった。 

    小学校においては高学年で同様の活 

用を進めた他,専科の授業準備連絡に 

とって効果的に活用された。これま 

で,係の児童が職員室に次時について 

尋ねに来る場面が見られていたが,担 

当教員不在で困ったり,校内で入れ違 

いになり探し回ることがしばしばあっ 

た。こうした事象が解決され,児童・ 

教員ともにストレスが解消された。連 

絡漏れの防止にもなり，課題や持ち物 

を忘れることも随分と少なくなった。 

教科の小テストや振り返り,各種アン 

ケートで活用された Google フォーム 

はポピュラーなツールとなり,委員会 

活動や調べ学習時での児童生徒による 

活用も増えてきた。このように授業時間の内外に関わらず,端末活用が教員・児童 

生徒の職務や学びにおける選択肢となり,その内容や各自のスキルに応じて道具立 

てできる状況が日常的に生まれてきたことは,大きな変化となった。 

 

（２）「学びを止めない」環境構築につながる日常的なリモート体験(学習)の運用 



本校は年間を通して,大雨や大雪,土砂災害等の非常変災による臨時休校の可能

性があり,本事業による家庭への端末持ち帰りは,学校と家庭を結ぶホットライン

としての大きな機能を有してきた。加えて,引き続き新型コロナウイルスによる感

染拡大は繰り返され,県内でも臨時休校や学年・学級閉鎖を余儀なくされた校もあ

ったことから,有事の際の一日の流れを児童生徒および家庭と共有しておくことは

必須の要件となった。 

①他校と繋ぐリモート学習 

小学校では,「東西祖谷オンライン交流会」として,西祖谷中学校区の櫟生小学

校・吾橋小学校と,健康・衛生に関する各校の委員会活動の発表を通した交流を実

施した。両校とは宿泊活動や修学旅行を共にする関係があるが,学校間の物理的距

離が離れすぎており,これまでは行事以外に顔を合わせることがなかった。高学年

児童は,オンライン上での友だちとの再会に笑顔を見せていた。 

中学校では,海部小学校とオンライン交流を実施した。異校種との交流でお互い

緊張した中でのスタートであったが,それぞれの地域の観光資源や生活の様子をス

ライドを見せながら紹介し合い,同じ県内でも初めての事柄に多く触れることがで

き,興味・関心を刺激する機会となった。 

これらの取組は単発にしては学びが深まらない。新年度以降も継続して計画的な

学習活動としたい。 

②ゲストティーチャーと繋ぐリモート学習 

上記の取組のように物理的距離を問わないことに加えて,直接に出会うことが難

しい人物と繋がることができることも,オンラインでの学びの強みである。今年度

も小中ともに,いくつかの企業や専門家によるオンライン出前授業の機会を得た。 

③備えとしてのリモート授業 



写真に示すのは Google Classroom,Google Meet,Google フォームを活用して

実施した中学校理科の様子である。教

員と生徒 5 名が一人ずつ校内のスペー

スに分散して授業を実施した。校種を

問わず同様の形式で,教科の授業だけで

なく,朝の会や帰りの会,学級活動など

での実施も広がった。児童生徒がネッ

トワークに自らスムーズにアクセスす

るためには,こうした日常的なリモート

通信の企画,実践が欠かせない。避難訓

練と同様で日頃からの繰り返しの経験

が，いざというときに効果を生むと感

じる。 

④オンデマンド配信による公開授業研究会（三好郡・市小学校人権教育研究大会） 

    コロナ禍において，各教科等で従来開催されてきた研究大会の多くは中止や紙面

開催への変更が図られた。郡市人研会場校として 11 月の大会運営について協議し

た結果，公開授業をオンデマンド配信し，事前に授業や研究内容についての質問を

集約し，大会当日はオンラインで参会者と討議するという本校ならではのスタイル

を採用することになった。限定配信授業動画配信に向けて YouTube 公式チャンネ

ルを開設，アドレス（QR コード）を付けた視聴案内メールの送信，Google フォー

ムでアンケート実施，オンライン討議には Zoom を活用した。 

（３）臨時休校・学級閉鎖等対応のパンフレット作成【巻末資料】 

各家庭に『家庭でも学び続けるための学びの手引き』と題したパンフレットを作成

し配付した。保護者による健康観察の提出(Google フォーム)やオンラインでの朝の

会,学習支援(Google Classroom,Google Meet)について説明している。学校ホーム

ページ上にもリンクを設け,更新された最新の情報を外出先からでも確認できるよう

にしている。 

 

（４）保護者や地域への情報発信・情報共有の有効な方法についての研究 

従前の紙媒体中心からデジタルでの発信・                  

共有への段階的なシフトを試行した。三好市

に 本 事 業 実 証 用 と し て 特 別 に 

「 保 護 者 用 Google アカウント」を発行し

ていただき,Google Classroom への参加を案

内した。PTA および各学級のクラスルームに入

室いただき,配付文書のデジタル化や児童生徒

の写真データの共有を進めている。新年度か

ら学校ホームページがリニューアルされるこ

とになった。 

その運用も含めて,学校から発信しやすい情                 

報提供から,保護者や地域などが受け取りやす

い情報共有へのシフトチェンジを引き続き実

践していく。また,欠席・遅刻・早退連絡フォ

ームの運用も開始した。保護者が都合のよい

時間帯に連絡することができ,概ね好評を得て

いる。職員の始業前準備の効率化にも繋がっ

た。 

 



年度末のアンケート結果を                        

見ると，端末を利活用した学

習では，児童生徒の意欲や理

解度は高まっていることがわ

かる。これは教員の受け取り

とも通じている。タイピング

スキルが向上したことやプレ

ゼン，動画スピーチ，レポー

ト作成など発表スタイルが増

えたことで自分の意見を他者

に伝えやすくなったことによ

り，自分に自信が付いたという声が多く聞かれたことは，何より嬉しい成果であ

った。 

教員の回答からは，前年度よりも ICT 活用スキルが高まったこと，業務の負

担が減りつつあることが示唆された。端末とともに学校生活を送ることは，も

はや日常となってきたことが窺える結果となった。児童生徒・教員ともに健康面

への悪影響を心配点として挙げた。これは保護者の懸念（視力低下や姿勢の悪

化，運動不足，睡眠不足など）とも重なるものである。毎日持ち帰りを実施し

ている本校の児童生徒は，ともすれば長時間にわたる使用になりがちであること

は否めない。 

各家庭には，夏休み前に改めて「 GIGA スクール構想についての説明」や「端

末の扱い方について」を提示し，各家庭から保護者と児童生徒の連名による

「テクノロジー利用についての同意書」【巻末資料】の提出をいただいた。その

上で各家庭での端末使用については，児童生徒と話し合って約束をつくってもら

うようお願いした。さらには，山城・祖谷地区の小中学校との共同実践とし

て，メディアとのつきあい方を主体的に考える「アウトメディアチャレンジ」

【巻末資料】を展開した。 

 

３ ３年次（2022 年度）の取組 

   本年度は研究主題の通り，学習者である児童生徒が「テクノロジーの善き使い手」

になることをめざした活用を推進する。課題や自分のスキルに応じて，児童生徒自身

が端末を含めた道具立てをし，自己選択・自己決定して学習を進める場面を増やすよ

う心懸けた。 

（１）デジタル･シティズンシップ教育を志向する 



２年次の振り返りから，デジタル・シティズンシップ教育を軸としたメディアリ 

テラシー教育の推進について，その展開を学校だけに留めず家庭に広げていくこと

を今年度取組の重点項目とした。1 年次に指導助言いただいた今度珠美氏に講師依

頼し，4 月の PTA 総会後に保護者向け講演会（オンライン）を，8 月の登校日に

小・中児童生徒それぞれに授業を実施した。講演会は「メディアと上手につきあう

―コンピュータ 1 人 1 台時代の生きる力を育むつきあい方―」をテーマに，保護者

として児童生徒のメディア利用をどのように支えていくかについて「人との関わり，

環境が反映される」「学習へのメディア利用は

大切」「年齢に合った創造活動につながるゲー

ムやアプリを選ぶ」「さまざまなメディアをバ

ランスよく利用する」「自己管理するために約

束が必要」などの内容をご教授いただいた。保

護者からは，子どもの長時間利用，約束が守れ

ないことなどが問題点として挙げられ，メディ

アとのよりよいつきあい方を参会者全員で考え

る場となった。授業では，小学校は「じぶんの”

パソコンをまなびにつかうってどういうこと？」

中学校は「責任ある発信ってどういうこと？」

を題材にした学習を実施いただいた。同日，教

職員研修も開催し「デジタル･シティズンシップ教育」と GIGA スクール構想の方向

性や課題について貴重な学びを得た。 

 

（２）栄養教諭研修 

    ４月に着任した新任栄養教諭も児童生徒の食の自己管理能力育成を図って，

EdTech 活用実践を展開した。 

  ①小学５年 家庭科「家族が喜ぶ栄養満点のみそ汁を考えよう」【表計算ソフト】 

食生活アンケートの結果から，バランスのとれた食事の仕方について思考を 

深めるために家族に向けたみそ汁の実を考える課題解決の場面で表計算ソフト

（Google スプレッドシート）を用いた。１人１台端末を使用することで３色の

食品群が視覚的に分かりやすく，児童も全体のバランスを見て旬の野菜や地元の

食材を取り入れるなど，意欲的に取り組むことができた。 

 

 

② 中学３年のリクエスト献立【デジタルホワイトボードソフト】 



卒業前の中学３年生を対象にした    

「リクエスト給食」のアンケート前 

に，自ら食べたいメニューを基に栄養 

バランスを考えた献立をリクエストす 

る，「リクエスト献立」を作成したデ 

ジタルホワイトボードソフト 

（Google Jamboard）を用い，給食と 

バランスの悪い献立を食品群に分ける 

活動では，「給食ってこんなにバラン 

スがいいんだ」「給食でいっぱい野菜とれるな」などの声が聞こえた。献立を 

立てる過程では，学校給食における食品群別摂取量の目安を提示し，それらを 

できるだけ満たすことができるよう指導した。試行錯誤しながら考える生徒た 

ちに，献立を立てる活動を通して，1 回の食事で全ての食品群，栄養バランス 

を完璧にすることは難しいと実感させ，「好きなものばかり食べるのではな 

く，健康な食生活を営むために，日々の食事の栄養バランスについて考えるき 

っかけにしてほしい。」と伝えた。 

③バイキング給食【プレゼンテーションソフトや編集ソフトを用いた動画作成】 

コロナ禍前の好評行事だった「バイキング給食」実施に向けて，小学５年

児童が１人１台端末を用いてバイキング給食の案内チラシを作成したり，中

学校の保健・給食委員会が Google スライドを使って学校全体に周知した。当

日の喫食中は，保健・給食委員会と共に作成した動画「給食ができるまで～

食材はどうやって東祖谷へ～」を放映し，食材納品業者を紹介した。また，

日頃の学校生活を振り返った委員会の生徒が「給食に関わっている方に『ご

ちそうさまでした』『ありがとうございます』を伝えよう」という啓発動画

を作成し，小中全校に放映した。 

④いやっこヘルシー集会【ＶＲ画像の作成】 



食，保健・健康，運動の３ブースに分かれてクイズやゲームをしながら学ぶ

「いやっこヘルシー集会」を小中学校合同で行った。食のコーナーでは，「調理

場をＶＲで見てみよう」と題し，１人１台端末を用いて調理場を見学し，給食や

調理器具に関するクイズを行った。ＶＲ画像は 360°カメラで調理場を撮影し，

プレゼンテーションソフトを使って作成した。初めて調理場を見る児童は興味

津々だった。集会の進行などは中学校の保健・給食委員会が中心であったが，主

催する側，参加する側，どちらも楽しく学ぶことができ，その後の感想では来年

の活動にも意欲的な意見が見られた。 

      

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤リモート学習【Ｗｅｂ会議ソフト】 

初めての調理実習を控える５年生に対して Google Meet を使って，安

全・安心な調理実習を行うための指導を行った。指導では調理場で実際に行

っている手指の二度洗いや器具の消毒保管庫，食品の温度管理の徹底などを

動画で紹介した。児童はそれらを例に，自分たちができることや気を付ける

べきことなどを考えた。 

                   

 



⑥給食の時間における指導【プレゼンテーションソフトを用いた動画作成】 

小学校と中学校では給食の開始時刻が違うため，給食の時間の放送（配膳 

表に記載している一口メモを読む）は小学校のみ行っている。中学校は，保

健・給食委員が在籍する学年のみ当該生徒が喫食前に読み上げている。しか

し，中学２年生には保健・給食委員がいないため，読まれていないのが現状

である。また，各クラスで喫食しているため，その日の献立に関する指導を

給食の時間だけで巡回して実施することは難しい。そこで，音声も入れた食

育動画を作成し，給食の時間に各クラスで流してもらった。それぞれのタイ

ミングで流せることでき，栄養教諭自身も客観的に見ながら巡回指導するこ

とができた。この食育動画はＷｅｂ上にアップロードし，家庭への啓発も行

った。欠席した児童生徒も家庭で視聴できることから，今後もこの指導方法

を活用していきたい。 

     

（３）オンラインを活用した取組 

 ①リモート終業式 

     １学期末の２日間，臨時休校を余儀なくされた。GIGA スクール環境下での休

校は初めてだったが，全校リモートテストを６月に終えていたこともあり，大き

な混乱はなかった。臨休対応パンフレットの記載通り，保護者からは Google フ

ォームを通して健康観察が提出され，児童生徒には Google Classroom で連絡し，

Google Meet で学校と各家庭を繋いだ。 

 

②小学校：キッズフェスティバル配信 



毎年 12 月初めに開催  

する小学校行事のキッ 

ズフェスティバルが， 

新型コロナウイルス感 

染拡大予防のため中止 

となった。対応策を協 

議し，上演予定だった 

各学年の音楽発表と学 

習発表は，撮影・編集 

を経て冬休み期間に本 

校公式 YouTube チャン 

ネルで限定配信するこ 

ととなった。家庭への 

オンデマンド型の配信 

については，著作権法 

第 35 条の規定，改正著作権法第 35 条運用指針（令和 3（2021）年度版）に基づ 

いて実施した。また，著作権法の他に個人情報の保護，肖像権等の観点から，① 

配信 URL の他人への拡散 ②配信された映像の保存（ダウンロード）や他人への 

転送 ③画面キャプチャー ④SNS 等への転載について禁じることを保護者に周知 

した。視聴後は「急な変更に対応してくれてありがたかった」「子どもたちの表 

情が大きく見えたのでよかった」など概ね好評をいただけた。「配信でなく各家 

庭に DVD を配ってほしい」との意見もあったが，法や指針の説明をして納得して 

いただけた。何でもできるけれど何でもしていいのではない。オンライン配信と 

いってもリアルタイムとオンデマンドの形式により配慮すべき事項が異なること 

は職員研修でも確認を進めていたが，家庭とも共有して改めて認識するよい機会 

となった。 

③オンライン公開研究会 

     本事業における公開研究会（小中合同）を 1 月１９日に開催した。冬季である

こと，参会者の移動が長時間になることをクリアするために，２年次の三好郡・

市小学校人権教育研究大会のノウハウを生かして，公開授業の事前オンデマンド

配信と当日リアルタイムでの研究討議によるオンライン開催とした。 

     小学校では４年国語科「みんなで新聞を作ろう」の学習および Google サービ

スの日常的活用の様子を，中学校では２年理科「さまざまな化学変化」３年社会

科「第二次世界大戦と日本の敗戦」の学習の様子を公開した。 

 

Ⅳ 研究の成果と今後の課題 

３年間の１人１台端末との関わり方を振り返れば，「何でもやってみよう」から

「みんなで同じことができる」を経て「自分でやりたいことができる」に段階的に成

熟してきたと感じている。授業での活用は当然のことであり，他県他校でも様々な実

践が展開されるであろうことから，アンテナを広げて活用例を収集し，本校流にアレ

ンジを楽しむことをベースとした。徳島県教育委員会，三好市教育委員会から様々な

学習支援ツールの提供をいただいたが，GIGA スクール構想の開始以降は Google for 

Education サービスを実践の中心に据えた。理由は配当された Chromebook を最大限活

用するため。さらには一般的な汎用アプリを活用することが児童生徒の将来の活用に

直結するスキルになること，加えてアプリ独自の活用スキルを教員が学ぶ手間が省け

ることを考慮したからである。実際の運用では，Google Classroom を介して児童生徒

に配布された課題や各種連絡の内容を小中全教員で共有できるよう設定した。これに

より，校種や教科の垣根を越えた活用を参考に，個々の教員が自らの実践に適用した



り，活用の方法を話題にしたりする動きが自然に発生した。井戸端的に自主的な研修

が開かれ，個人の学びが集団の学びに繋がる好循環を確立することができた。実際，

２年次の中盤以降は教員が自立自走した活用を展開した。同時に児童生徒の自立自走

も加速を増した。３年次はそこに自律の観点として「デジタル･シティズンシップ教育」

の理念を加えて取り組んだ。教員が指示や説明を少しずつ減らして，学習の主導権を

子どもに譲り渡していく。そんな風景が増えてきたことは成果の表れだと感じる。 

１人１台端末環境は新型コロナウイルス感染症対策として前倒して整備されたが，

そもそも GIGA スクール構想は「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学び」「協

働的な学び」を実現ことを目的に計画されたものである。実装３年目を迎えた令和５

年度は，コロナ禍の生活様式の変化に合わせて，学校教育へのさまざまな制限も少し

ずつ緩和されてくると考えられる。本校の所在する三好市では，日常の端末持ち帰り

はスタートしていない。この点については，事業期間中の本校からの情報発信が十分

でなかったものだと反省している。近隣地域の GIGA スクール構想発展に貢献できるよ

う，事業が終了しても研究モデル校としての責務を果たしていきたいと考える。 

  

Ⅴ おわりに 

  １人１台ＰＣ時代では，子どもも大人も一緒になってコンピュータの善き使い手とし

て社会を創っていかなくてはならないことを実感している。社会を構成する一員として

「共に学び続ける」姿勢が，これまでより色濃く鮮明にデザインされる時代。職員室も，

若手・中堅・ベテランという経験年数による区分は似つかわしくなくなってくるのだろ

うと思われる。その中で，チームで協働してプロジェクト的に様々な取組に臨んできた

本校の３年間であった。 

うまくいかなときも，その試行錯誤を児童生徒と教職員がともに楽しんで乗り越え

てきた。GIGA スクール構想下の新しい学校の在り方に必要なマインドなのではないか

と感じている。児童生徒のみならず教職員も保護者も「テクノロジーの善き使い手」

になることは，これからの時代を学び続けるために重要であることが見えてきた。３

年間の取組における成果と課題は引き続き丁寧に分析して，子どもも大人も〝わくわ

く〟感を抱いて生活できる環境を今後も提供できるよう努めていきたい。貴重な実証

研究の機会をいただけたことを深く感謝して，一端の区切りとする。 
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